
平成 23 年 5 月度県内産業景気動向調査結果  

この調査結果は、中小企業庁の指定事業に基づいて設置された山口県内の情報連絡員 60人に、

本会が新たに選んだ 20 人を加えた 80 人の連絡員より業界動向を把握した結果です。   

 

山口県の主要指標 DI 値（平成 23 年 5 月末現在）   

※ DI 値とは、前年同期に比べ「増加」・「好転」したとする企業割合から「減少」・「悪化」し

たとする企業割合を差し引いた値です。  
 

業界の景況  ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転：0.0％  悪化：60.0％ DI 値：▲60.0％ ポイント 

売上高   (< 増加 > － < 減少 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、増加：8.8％ 減少：58.8％ DI 値：▲50.0％ ポイント 

収益状況  ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転：3.8％ 悪化：58.8％ DI 値：▲55.0％ ポイント 

 

山口県の業種別 DI 値(業界の景況)（平成 23 年 5 月末現在）   
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特記事項 (景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点 )  

 

食料品 小麦粉をはじめとする原料価格の高騰が止まらな

い。価格への転嫁が難しく、現在は様子を見てい

る。今のところ、県内の大手の商品や、有名な商

品の値上げ等価格の改定は聞いていない。  

パン・菓子製造業  

ＧＷ期間の前年同時期の売上比較（4/29—5/08）

では＋７．４％と大幅に増加。５月は５／２１時

点でほぼ昨年トレンドに乗ってはいるものの、例

年より天候が安定せず、雨天時などの来館数が落

ちている。外販は、横浜地区の寿司チェーンへの

鮮魚供給開始や紀ノ国屋フェア（首都圏７店舗 

5/18～5/24）など首都圏を中心に大幅増。  

ＰＯＳレジシステムの入れ替え、館内照明配線の

リニュアル、共用部空調機の増設、大型冷凍庫の

増設など、設備関係で大きな出費となった。夏ま

でには、館内照明のＬＥＤ化も実施の予定。  

水産食料品製造業  

萩市 

東北大震災の自粛が今後の消費にどの様に影響し

ていくかが不安。夏季の商戦に向けて景気が回復

するのか懸念している。  

水産食料品製造業  

下関市 

繊維工業 組合全体として震災の影響はない。  帄布製品製造業  

震災以降、資材の遅れがあったが、落ち着いた。

依然として国内生産の高価格・高付加価値商品の

売れ行きが悪く、低価格商品への消費志向が続い

たままで、売上は苦戦している。コストダウン要

望が強く、受注単価が低下している為、今後は生

産を海外にシフトしなければ生き残れない状況と

なってきており、国内生産の縮小を検討している。

福島原発事故による、外国人実習生の帰国希望は

送り出し国の担当が来日し、安心である旨の説明

を受け、帰国は取り止めとなった。  

下着類製造業  

組合員企業の関連会社が民事再生の申請をしたた

め、影響が出てくると思われる。  

外衣・シャツ製造業  

山口市 

予想通り、連休明けは受注が大幅減少。６月もか

なり厳しくなる見込み。  

外衣・シャツ製造業  

下関市 

木材・木製品  震災の影響で、木造建築についての耐震性に問題

があるかのような風評により、好転の兆しが無い。 

製材業・木製品製造業  

下関市 

今月は麻郷小学校の材料受注ができ昨年よりは良

いが、全般的な景況は悪い。  

製材業・木製品製造業  

岩国市 

印刷 東日本大震災で印刷用紙の供給にバラツキが出て

おり、用紙価格の値上げが他県から聞かれ、山口

印刷 



県でも近いうちに値上げの可能性がある。  

窯業・土石製

品 

周南地区・北西部地区の出荷量が増加したが、他

の４地区は減少している。全体では対前年同月比

９４％の出荷。東北地方の復旧復興が、本格化し

た時点での、セメント・骨材等の資材調達が懸念

材料である。  

生コンクリート製造業  

出荷量については、対前年比；骨材：９４％ 路

盤材：９０％ 再生材：８９％ 全体では、対前

年同月比：９２％。出荷量減少の要因は、上関原

発の埋立工事分の出荷が無くなったためと、官公

庁の入札がストップしたためである。  

砕石製造業  

一般機器 業況順調に推移  宇部市 

東日本大震災の影響による部品調達の逼迫状況か

ら一部改善は見られるものの、コストアップ傾向

は継続している。今年度下期以降については、復

興等による回復は期待できるものの先行きは不透

明である。  

柳井市 

東日本大震災の影響による受注減。  下関市 

震災の影響で、マツダ・防府工場の減産の影響が

出ており、悪化している。ポンプ・圧縮機等等は

好転、建材・鉄骨は好調、鉄鋼の先行きは不透明、

その他は変っていない。  

防府市 

・東日本大震災の間接的影響は、自動車以外は、

いまのところない様子。自動車は難儀が続いてい

る。中近東・インド・ロシア・中国など海外プラ

ント需要は落ち込むという様子はいまのところな

い。キャンセルもまだ聞こえない。  

・原子力発電所用の高さ１０ｍくらいの汚染水容

器を大量に、又、ドラム缶８本入れの枠を何百で

もつくるという見積依頼などはあるけれど県内で

はしていない様子。（それとも、つくれないのか？） 

・メーカー被災によって、瞬間発生した切削工具

欠品は解消。一部資材はまだ品薄のものがあるよ

うなことは聞いているが、実際に不足したことは

ない。 

・石油は高止まりしているが、今回は不平が不思

議に出ていない。  

５月度の受注状況は、４月度に比べ少しは良くな

ってきており、商談件数も増加してきたが、価格

面では相変わらず低価格化が続いている。特にＯ

Ａ機器関連、自動車・ロボット用のモータ関連の

受注・商談が多い。６月以降も受注量の少ない状

特殊産業用機械製造業  



況が続くと思われるが、その中で海外向け案件の

商談は増えている。（中国、韓国）  

輸送機器 新造船部門は３年先までの仕事を確保できてい

る。修繕部門は円高により受注は困難で、操業度

が下がっている。  

船舶製造・修理業  

東日本大震災の影響で、一部素材の供給に遅れが

見られるようになり、組立部門の作業量が落ちて

きた。また、発送納期の延期や、発注計画の再見

直しも迫られるような状況。  

鉄道車両・同部品製造

業 

卸売業 東日本大震災後の資材・部品の納入遅延は、今少

しあるが回復してきている。しかし、自粛ムード

により活気が無いのが気になる。被災しなかった

我々は、出来る限り活発に行動すべき。  

柳井市 

東日本大震災後、食品関係は、原材料不足が要因

のようで、一部値上傾向で価格が上昇している。

稼働率も低下、原材料も不足、計画的節電等によ

り全般的に景気が低迷し、消費の伸びも心配され、

今後の見通しは不安定。  

周南市 

市内にはドラッグストアが次々に出店している。

組合員企業の中には、本業とは別分野の事業へと

展開をしているところもある。  

防府市 

東日本大震災の影響で、商品が品薄になり、売上

が減少。 

山口市 

各業種とも前年より売上が減少しており、特に建

設関係は、公共工事の減少に伴い今後の対策に苦

慮している。又、ガソリン価格が前年より１ℓ当た

り約２０円上昇しており、配送経費が高騰し経営

を圧迫し、固定経費の削減も限界となっている。  

下関市 

小売業 組合の専用商品「キリョウ」等の販売に力を入れ

ており、この商品が組合員の経営の助けになる販

売量となるよう努力している。  

化粧品小売業  

５月は、特に変化がない。  中古品小売業  

街つくり会社「まちあい徳山」主催事業への参加

等青年部活動が増えている。人的パワーに限りが

あり、他の団体等の参加により、商業地の活性化

を推進している。  

周南市 

東日本大震災の影響は、３月中旪以降から４月ま

で続いたが、５月に入り前年の水準に回復してい

る。 

山口市 

競合店の影響と、東日本大震災後からの「買い控

え傾向」により売上減少。  

下関市 

東日本大震災の影響とは関係なく、全体的な売上 長門市 



及び客数の減少傾向が続いている。  

商店街 ＧＷの「萩焼祭り」は昨年を少し下回った模様。

商店街の通行量も日々減少しているように感じて

いる。１０年先の人口減少、今秋オープンの大型

店（マックスバリュー）を考えると、早急な対策

が必要。 

萩市 

４月に隣接商店街の商業跡地に中型食料品店がオ

ープン。郊外大型店占有比率が８０％を超す山口

では戦法を変えなければ、山口市民や来街者への

存在アピールにはならない。このオープンより約

一週間後に、北海道産品の店「どさんこさん」を

当組合の自力でオープンした。２０坪ではあるが、

存在感のある店となった。  

山口市 

サービス業  ５月の連休後客足も少なく、東日本大震災の自粛

ムードの影響もあり、前年度より美容業は厳しい

経営を余儀なくされている。早くこのムードが払

拭されるよう願っている。組合内で義援金を集め

全国美容組合に送金をしたが、３か月後にはもう

一度取り纏め送金の予定。  

美容業 

東日本大震災で、以前にも増して組合の団結力が

強くなり、相互扶助の精神が再認識されると思う。

ピンチの中にも良い変化を期待したいので、被災

地を支援し続けていく。  

理容業 

東日本大震災の影響により、新車の製造が大幅に

落ち込み、新車登録台数は対前年比登録車マイナ

ス５６．０％、軽マイナス３７．１％。新車を購

入しても納車が大幅に遅れていることから、納車

が車検に間に合わないケースも発生している。  

自動車整備業  

東日本大震災の影響により、一部商品が中々入っ

てこないが、その他の商品に関しては回復してい

る。取引に関しては、先月同様、自動車販売が低

調なので、引き続き商品販売・自動車修理ともに

厳しい。 

状況は、先月とあまり変わっていない。ただ、シ

ステム開発案件は閉塞感が否めず、システム技術

者派遣は、数・価格ともに非常に厳しい状況にあ

る。震災前から状況はよくなかったので、震災後

においてもよくない状況を継続しているといった

感じである。今期以降の見通しは、非常に厳しい

と考えている。  

情報サービス業  

旅館業はインターネットでの客室販売にさらに注

力し始めており、特に県の中央部でその傾向が強

いように思われる。国体に向けてホームページの



刷新等の需要が出そうな気配である。  

今年度中に組合員が１人減少する。活性化に取り

組む元気と余力のある組合が理想だが、現実は大

変厳しい。  

屋外広告業  

前半のゴールデンウイークはやや持ち直し感があ

ったが、中盤は反動で震災前の悪い状況に戻り、

後半、食材の値上げが始まり先行不安が現実味を

帯びてきた。しばらくは、営業にも厭倦感が漂う

と思われるので、一刻も早い、景気浮揚策の対応

を望む。対前年比では悪いまま変化はない。  

飲食業 

組合員によって異なるが、対前年同月比で１５～

１９％増加（宿泊客数）がある一方で、▲２７～

▲４４％と減少した宿もある。積極的に（価格も

下げる等）営業展開してる宿とそうでない（しよ

うにも出来ない）宿との差が出てきている。全体

としては対前年同月比９１％と良くない状況。  

旅館業 萩市  

ゴールデン・ウイークは、好況であったが、その

後観光客の入りが悪い。湯田は国体に向けての大

会が入っているので、人数ベースでは前年度と比

べても多少の落ち込みで済むと思うが、全国的に

まだまだ低調である。  

旅館業 山口市  

生活不安で、費用を出さずに楽しむ層が増え、宿

泊に繋がらない。旅行会社も低価格とする等、工

夫をしなければ、集客に繋がらない。宿泊地には

低価格志向の影響が大きくのしかかっている。雇

用の確保のため、「収益の確保」を最優先に努力を

重ねているが、悪化の傾向である。  

旅館業 下関市  

建設業 仕事量が大変少なく、あっても相見積りのみで契

約までにはなかなか至っていない様子。仲間同士

で仕事を廻している状況は変っていない。  

鉄骨工事業  

中電への工事申請５月３７６件（当支部分３１７

件）前年同月１８４件（同１５９件）。山口市助成

金によりＬＥＤ街路灯への切替申請が約２５０件

あるが、工事金額としては少額である。４月２１

日～５月２０日の太陽光発電への申請１０件と４

月よりの買取条件低下に伴い申請が激減。オール

電化申請も１４件と通常月より５割程度減少し

た。 

電気工事業  

東部地区の一部では公共工事が出つつあるが、他

県のゼネコンの受注が多いので地域にプラスにな

っているか疑問。東日本大震災の影響で、材料な

どの入荷予定日よりの遅れが鮮明になってきた。  

左官工事業  



前年度からの繰り越し公共工事を保留している企

業が例年に比べ少なく、繰り越し工事の無い企業

は全く工事受注の無い状況が続いている。民間工

事は、発注の引き合いはあるが、採算割れが多く

受注に至っていない。  

土木工事業  

柳井市 

国の補助金が確定しない為か、現在、公共工事の

発注はきわめて少なく、公共機関の平成２３年度

は発注見通しの公表も極めて少ない。  

土木工事業  

岩国市 

２３年５月の受注高は、対前年同月比２２％。今

年度の累計は、対前年比１２７％。  

土木工事業  

萩市 

東日本大震災の影響か、公共工事の発注が遅れて

いるように思われる。このままだと景気に影響が

出かねない。  

管工事 

運輸業 輸送関係：東北方面への出荷量は少ないものの関

東以西への物流は増加しつつあるが、５月の大型

連休に加え東日本大震災の影響で本来の稼働率に

は戻っていない。鉄鋼素材等の流通は、やや上向

いており、輸出は横ばいである。一般生活用品等

は、買い控え傾向が続いており輸送量はやや減少

している。  

油関係：２．８円の値上げ。価格の変動が激しく、

運送業者の経営への圧迫度が高くなって来てい

る。前年対比で収益・輸送量とも約２４％減少し

ている。 

一般貨物自動車運送業  

下松市 

燃料費が値上がり、４月中の軽油価格：１ℓあたり、

インタンク（タンクローリー配送で運輸会社の備

蓄分）価格１１２～１１５円であった。５月２０

日頃軽油２～３円の値下げの通告があった。平成

２２年度決算は、当組合、発足以来の最低の利益

であった。東日本大震災の影響で仕事量も少なく、

ＥＴＣ利用も少なく、組合保管庫の使用も半減。

平成２３年度も見通しは悪いが、一致団結するこ

とを総会で確認した。  

一般貨物自動車運送業  

下関市 

５月に入り自動車関連企業の稼働は高まってき

た。しかし、あくまで在庫部品による稼働による

もので、部品の調達困難は依然としてあり、６月

以降の推移については不透明である。燃料価格は

依然と高水準に推移しており、前年比では１９％

の値上がりとなっている。  

一般貨物自動車運送業  

防府市 

売上高は前年同月比では増えてはいるのだが、薄

利多売の影響から今までの経験からいけば「この

位の売上があればこの程度の利益が・・・。」とい

う経験則が当てはまらなくなった。  

一般貨物自動車運送業  

宇部市 



給油量から見る操業度の状況は、対前年同月比で

８７．４％と約１３ポイントの大幅ダウンとなっ

た。この要因は、萩・三隅道路も終盤となり、こ

の関係の会社合計の給油量が対前年同月比で８

２．６％と約１７ポイントのダウンとなった為。

一方の油価格は先月からは０．５円アップの微増

で１１０．５％ですが、対前年同月比では１５．

０円と大幅アップの状況。 

一般貨物自動車運送業  

萩市 

タクシーチケットの取扱い金額は、前年比▲

７ .0％（４月１日  ～５月２０日分）。５月１日～

２０日分については▲４ .1％の減少。５月になっ

て若干減少幅が縮小される傾向にあるが、まだま

だ回復傾向とは言えない状況。  

１０月の山口国体開催に向け、準備・協議等が進

んでいる。宿泊施設等も同様と思われるが、一時

的に集中するため、早朝の輸送能力等に不安があ

るが、山口県の一大イベントとして、円滑な運営

に協力したいと思っている。  

燃料のＬＰＧについては、ＣＰ（通告価格）と為

替に連動して変動するが、昨年に比べ５～８％高

値状態にあり、各事業者の経営に悪影響を与えて

いる。 

震災復興や山口国体が契機となり、本格的な景気

回復につながる事が、大いに期待される。  

一般旅客自動車運送業  

 

 


